
 

 

２０２０年１月９日発行 会報第１００１号 

今週のプログラム 

（２０２０年１月９日第１００１回例会） 

 

「新年例会」 

例会場：江坂 ル・ジャルダン 

担当：藤田 芳浩 親睦委員長 

 

次週のプログラム 

（２０２０年１月１６日第１００２回例会） 

 

「職業奉仕フォーラム」 

 

担当：黒川 彰夫 職業奉仕副委員長 

 

第１０００回例会 （２０１９年１２月１９日）の記録 

＜会長の時間＞            木下 健治会長 

皆様、こんばんは。今日はいよいよ 1000 回記念例会です。ちょうどクリスマス例会と重なりお祝

いも倍増というところですね。親クラブの丸岡会長をはじめ千里ロータリークラブの皆様、先日交

流例会をさせて頂きました、関西大学の山本先生はじめ留学生の皆様、米山奨学生のエリカさん、

そして会員のゲストとご家族の皆様、本日はお忙しいところご出席頂き誠にありがとうございま

す。そしていろいろと準備頂いた藤田親睦委員長ありがとうございました。そして 1000 回記念講

演会として、先ほど「染の司よしおか」6代目当主吉岡更紗様に「日本の色」について講演を頂き

ました。1000回記念にふさわしい講演会でした。吉岡様、本当にありがとうございました。吉岡様

におかれましては、先代の五代目当主吉岡幸雄先生に今回の講演を依頼させて頂いたのですが、そ

の直後に急逝されました。しかし、私自身ぜひ皆様に日本の色について聞いて欲しい、知って欲し

いという思いがあり、直後の大変な状況ではありますが、やはりお嬢様でもある更紗様に講演をお

願いしたいと思い、お願いしたところ快く引き受けて頂き、本当に感謝致します。 

さて、振り返りますと私が会長になってもう半年が経ちます。今期の大きなイベントとしてこの

1000 回記念例会と例会場の移転があります。このホテルが来年 3 月に閉鎖ということで、移転先

を探す必要が出てきました。会員の皆様のご協力もあり、江坂の「ル・ジャルダン」に決まり、3

月からそちらで例会を行うことになりました。なので、このホテルで皆さんと大きなイベントをす

るのは、これが最後になると思います。事務局も同じ敷地内に移転するので、年明けすぐに引っ越

しの準備にかかります。また、当初 20名でスタートしたのですが、現在 19名になり、会員の増強

ももちろんですが、少しでも会員の皆様の負担を減らせるよう、皆様の知恵を借りながら組織のス

リム化を次年度から実行することになりました。ただでさえ会長職は大変なのに、本当にえらい当

たり年に会長になってしまったと思っております。これを支えてくれているのが、幹事の渡邊会員

であり、あと半年、このクラブでは最若手の二人で盛り立てていきたいと思いますので、引き続き

ご指導よろしくお願い致します。 

 

 

 

 



   

  
＜お客様＞  別紙にて 

＜出席報告＞       水島 洋 出席担当 

会員数（内出席免除会員 1 名）   １９名 

本日の出席者数（内免除会員１名） １６名 

              （内名誉会員 名）  ０名 

本日の出席率         ８４．２１％ 

 

 

 

＜ロータリーソング＞       全会員 

♪それでこそロータリー♪ 

♪手に手つないで♪ 

＜ピアノ演奏＞     近藤 美里さん 

１．赤鼻のトナカイ 

 

 

＜幹事報告＞                               渡邊 了允幹事  

① 山本加奈子様より真備町へ支援物資を届けられたとのご報告をいただきました。 

② 国連支援募金事務局より支援金に対するお礼状が届きました。 

③ 年内は本日が最終例会です。 

2020 年 1 月 9 日の新年例会は、江坂ル・ジャルダンにて開催いたします。 

本日出欠表を回覧致しますので、必ずご記入下さい。 

④ 第８回理事会報告（12 月 12 日開催）は 12 月 18 日付メールにて送信しましたので 

ご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SAA 報告＞                           

※スマイルボックス 

丸岡会長様（千里 RC）    1000 回例会おめでとうございます。 

金子会員様（千里 RC）    1000 回例会おめでとうございます。 

村田会員           もう 1000 回なんですネー 

藤田会員           会員ゲスト・千里 RC の皆様、ようこそ。 

※ロータリー財団 

黒川会員           1000 回おめでとう 

※米山記念奨学会 

松田会員           1000 回例会、今年最後、X’mas も兼ねて切りのいいこと。 

藤田会員           エリカさん・関西大学留学生の皆様ようこそ‼ 

山本雅之会員         コメントなし 

※メイプル基金 

松田会員           藤田会員様  いろいろとありがとう 

高尾・水島・水本会員     祝！！ 1000 回記念例会 

藤田会員           本日第 1000 回記念例会。皆様よろしくお願いします。 

山本友亮会員         X’mas・1000 回 バンザイ 

相原・木下吉宏 各会員     コメントなし 

 

 

 

 



   

 

  

＜第１部  記念講演会＞     染司よしおか六代目      染織家 吉岡 更紗様 

（ 講師プロフィール ） 

アパレルデザイン会社勤務を経て、愛媛県西予市野村町シルク博物館にて染織にまつわる全て

の技術を学ぶ。2008 年生家である「染司よしおか」に戻り、製作を行っている。 

「染司よしおか」は京都で江戸時代より 200 年以上続く染屋で、絹・麻・木綿などの天然素材

を、紫草の根・紅花の花びら・茜の根・苅安の葉と茎・団栗の実など、すべて自然界に存在す

るもので染めを行っている。奈良東大寺二月堂修二会・薬師寺花会式・石清水八幡宮石清水祭

など、古社寺の行事に関わり、国宝の復元なども手掛ける。 

 

「日本の色」というタイトルにて興味深いお話を聞かせていただきました。 

＜第２部 第 1000 回記念 ＆ X’mas 例会＞                  藤田親睦委員長   

ゲストの皆様・会員総勢 50 名で和やかな雰囲気の中、1000 回記念＆X’mas 例会が行なわれました。 

1000 回に及ぶクラブの歴史や歩みをスライド動画やアルバムにまとめたものも披露され、思い出に 

浸ったひと時でありました。 

また、第一部の講演会でご講演いただいた吉岡更紗様の作品や著書も披露され皆様が興味深く手に 

取って拝見させていただく事ができました。 

木下健治会長の開会ご挨拶に続き、岸上副会長の発声でシャンパンによる乾杯のあと、限られた 

時間の中で、親睦を深め、語り合い、楽しく有意義な時を過ごすことができました。 

最後はロータリークラブらしく、全員で大きな輪になって「手に手つないで」の大合唱♪♪♪で 

お開きとなりました。皆様、本当にありがとうございました。 

 

乾杯の発声です          ♪手に手つないで♪大合唱♪ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞         

藤田親睦委員長、大変お疲れさまでございました。総勢４８名での例会楽しかったです。 

ありがとうございました。 

スライド・アルバムの制作にお力添えいただいた山本雅之会員、ありがとうございました。 

会員の皆さま、1001 回目からもよろしくお願い致します。          文責：山本 友亮 

 

 

 

 

＜ゲストの皆様＞ 

吉岡 更紗様  （講演者）           山本 英一様  （関西大学教授） 

丸岡 敏明様  （千里ロータリークラブ会長）  矢橋 弘嗣様  （千里ロータリークラブ会員） 

村上 正巳様  （千里ロータリークラブ会員）  金子 薫様   （千里ロータリークラブ会員） 

福本 卓司様  （千里ロータリークラブ会員）  和田 晶三様  （千里ロータリークラブ会員） 

関山 賀代子様（千里ロータリークラブ会員）  上橋 芳雄様  （千里ロータリークラブ会員） 

辻本 敬二郎様（黒川会員ご友人）       辻本 経子様 （辻本敬二郎様の奥様）      

鍵谷 美果様 （黒川会員ご友人）       中村 悦治様 （藤田会員ご友人） 

武市 功様  （高尾会員ご友人）       李 肇昕様  （関西大学留学生） 

陳 佳姫様  （関西大学留学生）       金 泰淵様  （関西大学留学生） 

劉 洋様   （関西大学留学生）       洪 文甲様  （関西大学留学生） 

李 井榮様  （関西大学留学生）       楊 紫淇様  （関西大学留学生） 

木下 仁美様 （木下健治会長の奥様）     相原 和子様 （相原会員の奥様） 

黒川 三知子様（黒川会員の奥様）       高尾 千恵子様（高尾会員の奥様） 

水島 裕子様 （水島会員の奥様） 

渡邊 佳代子様（渡邊会員の奥様）渡邊 大也様・渡邊 眞子様（渡邊会員ご子息・ご令嬢） 

タン. フイ ウェン エリカ様  （当クラブ米山奨学生） 

 

 

「 ゲスト ならびに ご家族の皆様、ご参加本当にありがとうございました。 」 

 


